
情報検索委員会

海外特許調査手法に関する研究
及びインドネシア・ベトナム特許庁訪問団

報告

6/23 関東部会
6/25 関東部会
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報告概要

【2014年度 JIPA情報検索委員会1-2WG】

研究テーマ：「海外特許調査の研究２０１4」
対象国：BRICS（BR,RU,IN）

ASEAN（ID,PH,VN,TH,SG,BN） 合計8か国

【報告内容】

１、ケーススタディ研究
２、各国特許庁DBマニュアルの更新
３、ベトナム、インドネシア訪問団報告



背景

昨年度（2013年度）の情報検索委員会ＷＧ

■リーガルステータス情報の収集法と活用手法
→リーガルステータス調査方法マニュアル整備

■海外特許調査手法の研究
→概形分析、各国特許庁の調査マニュアル整備
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ケーススタディ研究

【ケース内容】

自社が新興国に進出する際に、他国で懸案となった
特許への対応要否を判断したい。

【調査のステップ】
1. 特定の懸案特許の新興国各国への出願有無の確認
2. 出願有の当該国における法的状況(審査状況)の確認
3. 出願有の当該国におけるクレームの確認
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ケーススタディ研究（１）

【ステップ１】

特定の懸案特許の新興国各国への出願有無の確認
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方法①商用データベースで特定案件のファミリー情報を確認
・ＩＮＰＡＤＯＣファミリー
・ＤＷＰＩファミリー

方法②各国特許庁データベースにて確認
・優先権番号から検索
・出願人名から検索、・・・・・

方法③現地代理人への確認



ケーススタディ研究
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検索項目 ID RU IN VN PH MY SG BR TH

対応出願
有無確認

優先権番号 ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○
PCT出願番号 × 〇 ○ ○ × 〇 ○ 〇 ○
優先日x出願人 ○ 〇 × ○ × 〇 ○ 〇 ○
優先日 ○ 〇 × ○ × 〇 ○ 〇 ○
出願人 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

優先日x国コード × 〇 × ○ × 〇 ○ 〇 ×

各国特許庁データベース 検索可能項目

インド、フィリピンは優先権番号では検索できない
→PCT出願番号、出願人検索などで確認

○：検索可、×：検索不可



ケーススタディ研究
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各国特許庁データベース 優先権番号 入力書式

米国の優先権番号の入力書式

書式 入力例
TH
ID
VN
SG
RU

BR
ss/nnn,nnn
ss/nnnnnn

12/720,038
13/038784

MY nnn,nnn 919,474

ss/nnn,nnn 60/489,572

国ごとに入力形式が異なり、
入力形式が複数存在するケースもある（BR）



ケーススタディ研究

【ステップ２】

出願有の当該国における法的状況の確認
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ID RU IN VN PH MY SG BR TH
・生死状態 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

審査請求有無 × ○ ○ ○ × × ○ × ○
登録有無 〇 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

中間イベント △（最新のみ）
△（公開の

み）
○ ○ × × ○ × △（最新のみ）

包袋内容 × × ○ × × ×
△（明細書、補正

書のみ）
× ×

年金支払い
△(生死状態
から判断）

〇 ○ × × × ○ × ×

ステータス確認

年金支払い状態を確認できる国は少ない
→ロシア、インド、シンガポールは確認可能



ケーススタディ研究

【ステップ3】
出願有の当該国におけるクレームの確認
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インドネシア、マレーシアでは登録クレームの確認はできない

ID RU IN VN PH MY SG BR TH
公開番号 〇 〇 × ○ ○ × ○ 〇 ○

公開クレーム
△（一部確認

可能） 〇 ○ × ○ ×
△(未登録時のみ、
包袋の明細書に添
付されたクレーム有）

○ ×

公開公報全文
△（一部確認

可能） × ○ × ○ ×
×(未登録時のみ、
包袋の明細書を確認

可能）

○ ×

登録番号 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 〇 ○

登録クレーム × 〇 ○ ○ ○ ×
○(包袋の明細書に
添付されたクレーム

有）
○ ○

登録公報全文 × 〇 ○ ○ ○ × ×(包袋の明細書を
確認可能）

○ ○

公報確認



マニュアル更新 トピックス（１）
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・一部案件について公報全文PDFを収録開始

・年金支払い状況が確認可能。 ・中間イベント情報が閲覧できるものもある

・IPAIRSの検索トップ画面に「Patent Erejister」が追加、公報番号を入力し直接年金情報確認が可能

・登録公報の全請求項、全文の検索が可能。全文、全クレーム、図面、公報イメージ表示可能（DIGPAT)

・検索サイトの入り口が変更（ＩＥ８は非対応）、登録公報はクレーム、全文、全部表示可能



マニュアル更新 トピックス（２）
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・マレーシア特許庁のホームページトップに、検索画面の入口（IP ONLINE SEARCH）が移動

・特許検索システムが刷新。新システムの名称は「IP2SG」、検索の機能（項目、オペレーターの自由度）向上。クレームの確認が可能に。

・ガゼットを取得する作業方法が変更

・タイ王国特許庁のホームページトップ画面が刷新 ・特許検索のURL変更



訪問団報告

概要

JIPAアジア戦略Pjの東南アジア・インドWGにおいて企画されたベト
ナム・インドネシア訪問団に情報検索委員会から参画。各種機関へ
のヒアリングと要望提案を⾏った。

訪問団日程

2015/1/14〜2015/1/22

メンバー

菊地康久（団⻑）、原俊、⼤久保淳、井上孝洋、⼋⽥尚之
（意匠）、安藤ふみこ（商標）、源島 直之（情報検索）、萩
原拓也（情報検索）
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ベトナム 法律事務所訪問

【訪問先】
PHAM＆ASSOCIATES法律事務所

【内容】
特許調査の実情についてヒアリング

【回答】
年間数件行っている。ベトナム特許庁サイト（IPLIB）での調査と、特許庁での紙公報の
スクリーニングを併用している。IPLIBはデータの更新が不定期であり、継続的に調査を
行う必要がある。



ベトナム 知的財産権庁（NOIP）訪問
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・請求項を含む全文データの公開

庁内データベースにて請求項を含む全文データの収録を進めている。パブリックアクセ
ス可能なトライアルサイトも存在するが、データの更新は行っていない。データ更新の
準備は進めている。

・ＩＰＣ収録データの書式統一
収録形式にばらつきがあることは当局も認識しており、今後改善を進めていくとのこと。

・EPO（DOCDB）へのデータ提供
EPOの要求するデータ書式に合わせることが難しく、現状対応できていない。今後対応
できるように検討を進めて行く。



インドネシア 法律事務所訪問

ハキンダインターナショナル法律事務所
・特許庁への要望についてのヒアリング

公報全文の確認は現地でも難しい。包袋取り寄せに関しても、正式に申込みを行うと
半年くらい時間がかかる。



インドネシア 知的財産総局 訪問
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インドネシア知的財産総局（DGIPR）
・データ収録率向上
→データベースの更新に伴って、古いDBから新しいDBへの移行がうまくいっていない
部分があり、収録率が低くなっている。今後改良していく見通し。

・請求項を含む全文データの公開
→現在全文データの収録を進めている。一部案件については、DGIPRのHP上から全文
PDFをアクセス可能となっている。既に４万件のデータについてPDF化が完了している。

・英語インターフェースの導入
→2015年中に対応するとの回答を得た。



ご清聴有難うございました

～世界から期待され、世界をリードするJIPA～


